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第
27
回
Ｔ
Ｐ
Ｃ
（
ツ
ー
ル
ド
・
ペ
イ
・
ド
・
コ
ー
）
マ
ラ
ソ
ン
４
日
で
、

６
レ
ー
ス
90
㌔
を
走
る
レ
ー
ス
に
フ
ラ
ン
ス
Ｆ
Ｓ
Ｇ
Ｔ
よ
り
の
招
待
で
選
手

団
（
団
長
斎
藤
美
樹
江
氏
・
千
葉
Ｒ
Ｃ
）
と
し
て
参
加
完
走
し
て
き
た

石
川
彰
一
さ
ん
、
丸
尾
節
子
さ
ん
（
と
も
に
月
例
）
釜
萢

勉
さ
ん
（
青

森
Ｒ
Ｃ
）
は
７
日
元
気
に
帰
国
し
ま
し
た
。
結
果
は
以
下
の
通
り
で
す
。

・
石
川
彰
一
さ
ん

平
均

９
６
位
（
ク
ラ
ス
平
均
16
位
）

・
釜
萢

勉
さ
ん

平
均

１
７
５
位
（
ク
ラ
ス
平
均
39
位
）

・
丸
尾
節
子
さ
ん

平
均

１
８
９
位
（
ク
ラ
ス
平
均
9
位
）

の
成
績
で
丸
尾
さ
ん
は
敢
闘
賞
を
頂
い
た
と
の
こ
と
大
き
な
カ
ッ
プ
（
杯
）

を
持
ち
か
え
り
ま
し
た
。
（
選
手
団
は
コ
ー
地
方
の
田
園
と
マ
ロ
ニ
エ
の

咲
く
パ
リ
を
堪
能

し
て
き
ま
し
た
）

第４２４回 月 例

最 終 日 曜 日

第４２３回月例参加者動向

年間累計出場者（～5月・３月中止 3016 )

実数 244 ( 昨年同月 4207 )

2011.５.2９ 雨 ENE 2.0m/s 18℃ 99％

種 目 男子 女子 合計

１０ｋ 62 15 77

５ｋ 63 8 71

３

ｋ

幼少 4 0 4

中学 1 0 1

大人 60 9 69

計 65 9 74

子ども１ｋ 8 4 12

延べ出場者 198 32 230

初参加者 14 1 15

棄 権 84 16 100

延べ参加者 282 48 330

◆来月の月例は、７月３１日です。
１0月までは夏時間。

子供１ｋ ８：15 ３Ｋ ８：30
５ｋ ９：00 10ｋ ９：30

スタートです。（出場受付は各種目の
10分前まで済ませて下さい）

３
Ｋ
小
男

（
２
月
～
５
月
）

４
２
５
５

稲
光

鷹
山

３
０
１
１

田
中

洋
一

１
３
２
７

藤
山

重
行

２
２
５
７

梅
野

貢
一

第
４
２
３
回
月
例
表
彰
者

◇
１
８
０
回

連
続
出
場
賞

今
年
の
梅
雨
入
り
は
２
週
間
も
早

い
と
の
こ
と
。
案
の
定
「
雨
の
月
例
」

と
な
っ
た
第
４
２
３
回
月
例
。
グ
ラ

ン
ド
周
囲
に
は
、
勢
い
を
得
た
草
達
。

そ
れ
で
も
、
皆
さ
ん
め
げ
ず
に
走

る
姿
。
特
に
子
ど
も
１
㌔
の
子
た
ち

12
人
が
走
っ
た
。
「
水
無
月
」
と
は

「
無
」
を
擬
音
転
化
の
「
の
」
と
読

み
「
水
の
月
」
と
の
一
説
も
あ
る
よ

う
に
、
水
豊
富
な
日
本
の
こ
の
季
節

で
は
グ
ラ
ン
ド
も
水
び
た
し
だ
っ
た
。

被
災
地
の
方
、
原
発
で
避
難
さ
れ

て
い
る
方
々
を
思
い
な
が
ら
走
ら
れ

た
こ
と
で
し
ょ
う
。

（
お
詫
び
）
５
月
例
は
梅
雨
入
り
宣
言
で
雨
の
月
例
で
し
た
。

バ
ー
コ
ー
ド
読
取
り
受
付
で
バ
ー
コ
ー
ド
が

う
ま
く
読
取
り
出
来
な
い
人
が
居
ら
れ
ま
し
た
。

棄
権
一
覧
に
載
っ
て
い
な
い
方
は
「
よ
ろ
ず
相
談
」
で

お
申
し
出
下
さ
い
。
（
連
続
出
場
が
続
き
ま
す
！
）

２
０
１
１
年
神
奈
川
反
核
平
和
マ
ラ
ソ
ン

７
月
９
日
（
土
）
川
崎
市
役
所
（
14
：
00
発
）
～
横
浜
市
役

所
（
16
：
00
着
）
15
Ｋ
・
・
川
崎
担
当

７
月
10
日
（
日
）
横
浜
市
役
所
（
７
：
30
発
）
箱
根
ま
で
60
Ｋ

参
加
費
１
日
１
０
０
０
円

他
に
３
コ
ー
ス
が
有
り
ま
す
（
要
項
参
照
）

「
反
核
」
・
「
脱
原
発
」
を
訴
え
て
走
り
ま
す
。

震
災
「
義
援
金
募
金
」
に
ご
協
力
を
！
、
（
全
日
赤
を
通
し
）

被
災
地
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
へ
は
「
救
援
募
金
」
と
し
て
（
全
国
連
盟
へ
託
し
）

３
１
４
８

松
崎

功

３
１
７
９

吉
田

一
翔

３
１
８
１

今
川

成
幸

３
１
８
８

安
孫
子
瑞
貴

５
４
９

江
守
美
加
子

５
７
２

吉
田

唯

３
６
１
７

伊
藤

毅

３
６
２
７

秋
月

孝
太

３
６
４
２

菅
原

勇
司

１
１
２
３

秋
月

淳
子

３
９
９
２

寺
田

修
一

１
２
１
１

後
藤

愛

１
２
５
９

善
本
美
千
代

１
６
９
０

木
村

聡

４
０
９
３

作
地

裕

１
３
５
６

菊
地

琴
子

以
上

（
敬
称
略
）

５/29～6/６フランスノルマンディー地方
コーマラソンに参加の代表団無事帰国
石川彰一さん丸尾節子さん完走

http://ygqee.jp/kawasaki/

◇

９

回

連
続
出
場
賞

◇
２
５
０
回

連
続
出
場
賞

◇
３
回
連
続

優
勝
賞

上は最終日イプトでの石川
さん。下は同じく坂道を下る
丸尾さん。「のんびりリラッ
クスして走ってきました」

・・・（丸尾さん談）
写真は新日本スポーツ連盟

ＨＰより

◇

５
０
回

連
続
出
場
賞

◇

２
５
回

連
続
出
場
賞

◇

１
５
回

連
続
出
場
賞

◇

４

回

連
続
出
場
賞

「ツユ空に負けずに楽しむランナーたち」

さ
る
６
月
11
日
（
土
）

新
日
本
ス
ポ
ー
ツ
連
盟

神
奈
川
県
連
盟
の
第
43

回
定
期
総
会
が
川
崎
市

内
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

同
連
盟
は
１
９

６
６
年
創
立
し

45
年
を
経
過
、

一
貫
し
て
「
誰

で
も
が
、
何
時

で
も
ど
こ
で
も

ス
ポ
ー
ツ
を
！
」

の
「
ス
ポ
ー
ツ

権
」
を
掲
げ
活

動
し
て
き
ま
し
た
。

国
会
で
は
、
震
災
復

興
の
議
論
と
と
も
に
、

超
党
派
の
議
員
立
法
と
し
て
の
「
ス
ポ
ー

ツ
基
本
法
」
が
審
議
さ
れ
て
い
る
こ
と
も

あ
り
活
発
な
総
会
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
法
を
全
面
改
正
す

る
「
ス
ポ
ー
ツ
基

本
法
」
が
17
日
に

全
会
派
賛
成
で
成

立
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
ス
ポ
ー

ツ
連
盟
が
創
立
以

来
一
貫
し
て
主
張

し
て
き
た
「
ス
ポ
ー

ツ
は
国
民
の
権
利
」

が
基
本
法
に
は
っ

き
り
明
記
さ
れ
、

ま
た
財
源
で
は
「
サ
ッ
カ
ー
く
じ
」
が
退

け
ら
れ
名
実
と
も
に
国
費
と
し
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
団
体
に
つ
い
て
は
「
責
務
」
か

６/１１神奈川県スポーツ連盟
第43回定期総会

（ｻﾝﾋﾟｱﾝ川崎にて）開催 ！

ら
「
努
力
」
に
変
更
し
自
主
性
を
尊
重

す
る
文
言
に
変
わ
り
ま
し
た
。
「
ス
ポ
ー

ツ
を
通
し
て
豊
か
な
生
活
を
営
む
こ
と
」

が
国
民
の
権
利
と
し
て
益
々
定
着
さ
せ

て
い
く
時
が
到
来
し
た
訳
で
す
が
、
国

や
自
治
体
の
施
策
や
多
く
の
ス
ポ
ー
ツ

団
体
に
は
、
ま
だ
ま
だ
国
民
ス
ポ
ー
ツ

の
視
点
が
根
付
か
ず
「
勝
利
至
上
主
義
」

「
ト
ッ
プ
ス
ポ
ー
ツ
中
心
」
の
編
重
が

払
し
ょ
く
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

今
ま
で
に
増
し
て
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
の

出
番
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

第
43
回
定
期
総
会
で
採
択
さ
れ
た

ス
ポ
ー
ツ
連
盟
ス
ロ
ー
ガ
ン
は

○
県
民
の
ス
ポ
ー
ツ
要
求
に
応
え
、

多
様
で
魅
力
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
活
動

を
旺
盛
に
と
り
く
み
、
ス
ポ
ー
ツ

連
盟
を
大
き
く
し
よ
う
。

○
自
主
的
な
活
動
を
大
い
に
広
げ
、

フ
ェ
ア
プ
レ
イ
、
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン

シ
ッ
プ
を
は
ぐ
く
み
、
地
域
に
根

し
た
ス
ポ
ー
ツ
文
化
を
創
造
し
よ
う
。

○
東
日
本
大
震
災
の
「
被
災
地
復

興
支
援
」
に
と
り
く
み
、
平
和
で

安
全
な
日
本
を
再
建
し
、
心
置
き

な
く
、
無
条
件
に
み
ん
な
で
ス
ポ
ー

ツ
が
楽

し
め
る
社
会
を
実
現
し
よ

う
。

・
・
・
・
で
す
。

「スポーツ状況」
を報告する
石川理事長

議案採択風景
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編
集
後
記

川
崎
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
が
先
日
横

浜
の
「
ホ
タ
ル
」
を
見
に
行
っ
て
皆
さ
ん

感
激
し
て
帰
っ
て
こ
ら
れ
た
と
か
。

近
年
「
ホ
タ
ル
の
里
」
作
り
が
そ
こ
か

し
こ
で
取
組
ま
れ
て
い
る
。
馬
堀
自
然
教

育
園
は
「
ホ
タ
ル
の
里
」
作
り
の
大
家
を

輩
出
し
た
地
で
も
あ
り
ま
す
。
日
本
は
海

洋
に
恵
ま
れ
「
発
光
生
物
」
宝
庫
で
知
ら

れ
、
初
代
館
長
が
日
本
や
世
界
の
発
光
生

物
を
研
究
し
、
60
年
代
に
２
０
０
８
年
に

ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
受
賞
の
ウ
ッ
ズ
ホ
ー
ル

海
洋
生
物
学
研
究
所
の
下
村
脩
博
士
と
の

共
同
論
文
が
残
っ
て
い
る
ほ
ど
「
発
光
生

物
」
研
究
の
先
駆
け
で
、
そ
ん
な
雰
囲
気

の
中
で
ホ
タ
ル
の
生
態
を
研
究
し
「
ホ
タ

ル
の
里
作
り
」
研
究
者
が
生
ま
れ
、
各
地

に
「
ホ
タ
ル
の
里
作
り
」
を
指
導
さ
れ
て

い
ま
す
。
先
生
曰
く
「
ホ
タ
ル
と
通
し
て

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
生
ま
れ
る
ん
で
す
よ
！
」

と
、
幼
い
こ
ろ
、
夜
の
畦
道
で
取
っ
て
来

た
ホ
タ
ル
を
蚊
帳
の
中
に
入
れ
ボ
ー
と
光

る
蛍
の
光
は
楽
し
み
の
一
つ
だ
っ
た
。
あ

れ
か
ら
何
十
年
た
っ
た
で
あ
ろ
う
か
、
家

電
生
活
に
ド
ッ
プ
リ
つ
か
り
灯
る
明
り
が

と

も

原
子
の
火
で
成
り
立
っ
て
い
た
と
は
！
。

「
安
全
神
話
」
が
蔓
延
し
原
爆
の
平
和
利

ま
ん
え
ん

用
と
信
じ
込
ま
さ
れ
て
き
た
！
・
・
・
・

そ
れ
が
今
世
界
中
で
フ
ク
シ
マ
！
々
々
」

①
『
原
稿
募
集
』
コ
メ
ン
ト

イ
ラ
ス
ト
、
写
真
何
で
も
可

Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
メ
ー
ル
送

信
出
来
ま
す
。

②

バ
ー
コ
ー
ド
本
格
運
用
に
入

り
ま
し
た
。
バ
ー
コ
ー
ド
は
胸
Ｎ
Ｏ
ー

Ｃ
右
下
へ
吊
り
下
げ
て
下
さ
い
。

ま
た
紛
失
し
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま

す
。

バ
ー
コ
ー
ド
・
Ｎ
Ｏ
ー
Ｃ
は

自
己
管
理
で
す
。

紛
失
で
の

バ
ー
コ
ー
ド
再
発
行

５
０
０
円

Ｎ
Ｏ
ー
Ｃ
再
発
行
場
合
は
、

３
０
０
円
か
か
り
ま
す

③
３
月
月
例
中
止
に
伴
い

「
棄
権
届
」
「
郵
便
振
替
」

一
時
的

に
復
活
し
ま
す
。

④
前
月
記
録
一
覧
に
連
続
回
数
と

通
算
回
数
」
を
表
記
し
て
お
り
ま

す
。
回
数
が
違
っ
て
い
ま
し
た
ら

「
よ
ろ
ず
相
談
」
用
紙
に
記
入
し

提
出
下
さ
い
。

kyas@mwd.biglobe.ne.jp
飲
む
酒
は
主
に
焼
酎
。
年
長
者
か
ら

注
が
れ
る
と
き
は
盃
を
両
手
で
支
え
持
っ

て
受
け
、
飲
む
と
き
は
横
向
き
に
な
っ

て
口
に
運
ぶ
。
つ
ぎ
足
し
は
ダ
メ
。

一
気
に
飲
む
。
若
い
彼
ら
が
私
の
よ

う
な
老
人
に
注
ぐ
と
き
は
、
焼
酎
瓶
を

両
手
で
支
え
持
ち
、
私
の
盃
を
満
た
す
。

私
も
一
気
に
空
け
る
。
こ
れ
が
礼
儀
。

ご
飯
や
汁
も
の
を
口
に
運
ぶ
と
き
は
食

器
は
卓
上
に
置
い
た
ま
ま
ス
プ
ー
ン
を

使
う
。
箸
は
食
べ
物
を
つ
か
ん
で
食
べ

る
と
き
に
使
う
。
箸
と
ス
プ
ー
ン
の
使

い
方
が
違
う
。
辛
い
食
べ
物
が
多
い
が
、

辛
く
て
も
甘
味
が
あ
る
。
肉
を
食
べ
る

と
き
は
野
菜
を
一
緒
に

食
べ
て
メ
タ
ボ
を
防
ぐ
。

元
女
性
死
刑
囚
が
結

婚
し
、
訪
日
し
て
テ
レ
ビ
に
登
場
し
た

り
す
る
。
結
婚
し
て
も
姓
が
変
わ
ら
ず

子
供
は
父
親
の
姓
に
な
る
。

こ
ん
な
に
習
慣
、
風
土
が
違
い
、
儒

教
精
神
が
根
づ
い
て
い
る
国
。

か
っ
て
35
年
間
も
日
本
が
支
配
し
、

独
立
を
叫
ぶ
人
民
を
は
げ
し
く
弾
圧
し
、

労
働
者
、
軍
人
と
し
て
強
制
連
行
し
、

今
も
年
配
者
に
は
反
日
感
情
が
根
強
く

残
り
、
民
族
が
分
れ
て
対
立
さ
せ
ら
れ

て
い
る
。

日
本
の
お
ば
ち
ゃ
ん
た
ち
に
大
人
気

の
国
、
お
隣
韓
国
。
私
も
大
好
き
だ
。

（
完
）

月
例
エ
ッ
セ
ー

『マ
ン
セ
ー
（万
歳
）

ハ
ン
グ
ー
（韓
国
）』

５
８
２

嶋
田

秀
尚

人
間
で
あ
れ
ば
、
み
な
心
臓
の
構
造
や
し
く
み

は
同
じ
は
ず
で
す
。
で
も
、
Ｔ
Ｖ
等
で
よ
く
見
る

一
流
の
ラ
ン
ナ
ー
は
も
の
す
ご
い
ス
ピ
ー
ド
で
走
っ

て
い
る
の
に
、
そ
れ
ほ
ど
息
が
あ
が
っ
て
い
ま
せ

ん
。
こ
れ
は
な
ぜ
な
の
で
し
ょ
う
？

心
臓
の
脈
拍
数
は
、
新
生
児
の
時
は
１
分
間
に

約
１
３
０
回
ぐ
ら
い
で
す
が
、
歳
を
と
る
と
と
も

に
減
少
し
て
い
き
、
成
人
で
は
人
に
よ
っ
て
差
は

あ
り
ま
す
が
、
安
静
時
に
は
お
お
よ
１
分
間
に
６

０
～
８
０
回
ほ
ど
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
普
段
か

ら
の
練
習
で
心
肺
機
能
を
高
め
た
ラ
ン
ナ
ー
は
徐
々

に
拍
動
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
を
４
時
間
前
後
で
走
る
ラ
ン
ナ
ー

の
脈
拍
数
は
５
０
～
６
０
の
人
が
多
い
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
高
橋
尚
子
選
手
や
瀬
古
選
手
は
35

く
ら
い
だ
そ
う
で
す
。

先
日
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
Ｔ
Ｖ
で
は
、
山
下
佐
知
子

選
手
は
現
役
時
代
、
脈
拍
数
は
29
と
い
う
こ
と

で
し
た
。
約
２
秒
に
１
回
で
す
。

こ
れ
は
１
回
の
拍
動
で
送
り
出
さ
れ
る
血
液
の

量
が
一
般
の
人
よ
り
も
多
い
こ
と
を
意
味
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
送
り
出
さ
れ
る
血
液
の
量
が
多
い
と

い
う
こ
と
は
、
血
液
か
ら
取
り
入
れ
る
こ
と
の

で
き
る
酸
素
の
量
も
多
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

速
い
ラ
ン
ナ
ー
の
息
が
あ
が
ら
な
い
の
は
、
少

な
い
拍
動
で
効
率
よ
く
身
体
全
体
に
酸
素
を
取

り
込
む
こ
と
が
で
き
る
か
ら
な
の
で
す
。

さ

て
、
あ
な
た
の
脈
拍
数
は
・
・

（
つ
づ
く
）

【
東
日
本
大
震
災

続
々
】

原
発
の

事
故
で
飛
び
交
う

カ
タ
カ
ナ
語

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
、
セ
シ
ュ
ー
ム

他

フ
ク
シ
マ
が

世
界
レ
ベ
ル
に

仲
間
入
り

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
他
と

原
発
は

失
敗
だ
っ
た
と

暗
に
言
い

事
故
調
の
長
に
「
失
敗
学
の
す
す
め
」
著
者

【
Ｇ
８
サ
ミ
ッ
ト
に
菅
首
相
出
席
】

原
発
の

事
故
で
脚
光

浴
び
る
顔

被
害
甚
大
で

見
得
を
切
る

ほ
ど
に
迫
力

な
い
セ
リ
フ

そ
の
場
限
り
と
見
透
か
さ
れ

イ
ラ
ス
ト
に

二
代
も
前
の

顔
が
載
り

日
本
の
首
相
は
麻
生
さ
ん

【
陸
前
高
田
市

女
子
高
生

東
京
で
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
を
吹
く
】

復
興
を

ペ
ッ
ト
に
込
め
て

負
け
な
い
と

ザ
ー
ド
の
「
負
け
な
い
で
」

【
長
門
裕
之
さ
ん
、
児
玉
清
さ
ん

死
去
】

お
し
ど
り
は

番(

つ
が
い)

寄
り
添
い

様
に
な
り

愛
妻
が
淋
し
い
と
急
ぎ
呼
ぶ

黄
泉(

よ
み)

に
逝
き

心
ゆ
く
ま
で

本
の
虫

著
書
「
寝
て
も
覚
め
て
も
」

『
快
汗
駄
句
駄
句
』

河
原
六
茶
（
俳
号
）

む

ち

ゃ

（
１
９
５
９

下
山
孝
雄
）

第
４
２
３
回
月
例

ス
ナ
ッ
プ

①
４
３
１
１
杉
山
皓
太
郎
君
（
小
学
２
年
生
）

４
３
１
２
杉
山
雄
太
郎
君
（
小
学
４
年
生
）
川
崎
市
麻
生
区

か
ら
来
て
い
ま
す
。
週
に
１
回
は
必
ず
走
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
月
例
会
は
３
回
目
の
参
加
で
す
が
、
走
っ
て
い
る
と

き
は
つ
ら
い
で
す
が
ゴ
ー
ル
し
た
あ
と
は
楽
し
い
気
分
に
な

り
ま
す
。

②
４
０
６
江
守
麗
子
さ
ん
（
10
回
目
の
参
加
）
５
４
９
江
守
美
加
子

さ
ん
（
今
回
で
連
続
25
回
参
加
）
麗
子
さ
ん
は
、
月
間
走
行
距
離

は
１
０
０
～
１
５
０
ｋ
ｍ
位
で
す
。

仲
間
と
駅
伝
に
参
加
す
る

の
が
楽
し
み
で
す
。

③
１
１
８
８
鶴
田
ま
さ
よ
さ
ん
、
５
８
０
鹿
野
恭
子
さ
ん
、

１
４
１
６
巽

恵
愛
さ
ん

女
子
10
㌔
１
位
～
３
位
で
し
た
。

巽
さ
ん
は
、
駒
沢
公
園
Ｊ
Ｃ
に
所
属
し
て
い
ま
す
。

写
真
・

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

中
山

浩
明

普
段
は
駒
沢
公
園
の
周
回
コ
ー
ス
を

走
っ
て
い
ま
す
。
川
崎
月
例
は
５
回
目

の
参
加
に
な
り
ま
す
。

去
年
は
故
障
で
１
年
間
走
れ
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
今
年
よ
う
や
く
復
帰
す
る

こ
と
が
で
き
、
大
阪
国
際
マ
ラ
ソ
ン
は

３
時
間
10
分
05
秒
で
走
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

横
浜
国
際
女
子
マ
ラ
ソ
ン
は
、
１
回

目
が
Ｄ
Ｎ
Ｓ
（
ド
ン
ト
・
ス
タ
ー
ト
）
、

２
回
目
が
Ｄ
Ｎ
Ｆ
（
ド
ン
ト
・
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
）

と
不
本
意
な
結
果
に
終
わ
っ
て
い
ま
す
の
で

リ
ベ
ン
ジ
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

④
は

１
７
７
１
高
尾
敏
幸
さ
ん

（
多
摩
川
ク
ラ
ブ
）
５
月
雨
の
月
例
男
子

３
種
目
完
全
優
勝
で
す
。

・
・
・
ラ
ッ
セ
・
ラ
ッ
セ
・
ラ
ッ
セ
ラ
ー

２
位
に
同
じ
ク
ラ
ブ
の
野
口
岩
夫
さ
ん
、

３
位
は
市
川
和
彦
さ
ん
。

ランの科学

『 ランナーと脈拍数』
９６ 中山 浩明

①

②

③

④

○

く
ち
あ
け
て

走
る
な
月
例

放
射
能

○

び
ち
ゃ
び
ち
ゃ
と

走
る
多
摩
川

雨
の
中

ラ
ン
ナ
ー

こ
ぞ
っ
て

泥
つ
き
大
根

３
９
９
２
寺
田
修
一

雨よけを羽織ってガッポーズ
でゴールの高尾敏幸さん


